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仏教 は 山 に何 を した か ？

ア ム ド地方 の 聖 山巡礼 に お け る仏教化の 研究

別所　裕介

1　 は じめに

　本稿 は 、こ れ まで 後期密教の
「
マ ン ダラ 」 に範をとる世界観の基準に よっ て

一
本化 され て

きた 「仏教化 （Buddhicisation）」 理論 に つ い て 、そ の 中核 とな る
「山神 」

（1）の 本質 をめ ぐる

議論 か ら出発 し、先行研究 とは異 な る見地か ら、仏教化 に つ い て 独 自の 解釈 を提 示する もの

で ある 。 なお研究方法 と して 、ア ム ド地方最大 の聖 山で ある 「ア ニ ・マ チ ェ ン （Amyes 　rma

chen ）」 を取 り上 げ、
2002 年夏か ら 2003 年夏にか け て こ の 山で 行な っ た計 3 回の フ ィ

ール

ドワ
ークか ら得 られ た資料 と、ア ニ ・マ チ ェ ン 巡礼の 指南書で あ る

「聖地誌 （gnas　ylg）」
（2）

か ら読 み取れ る情報 とを組み合わせ て 論述 を構成す る 。

　チベ ッ トに おい て 山神 とは、過 去に実在 した氏族の長な どをその死後 、 氏族内で継承 され

る
一

定の 境域 の 守護神 （yul　lha） と して特 定の 山に 祀 り、山その もの を死者の 「墓標」 か

っ
「
よ りしろ 」 として 崇 め る祖霊信仰の

一
形態で ある 。 従来の先行研究 は、 こ の チ ペ ッ ト固

有の 山神崇拝 の 基層 的特質 が、不殺生 や現世放棄な ど仏教的価値規範に よ っ て塗 り替 えられ

て い く過 程 を 「仏教化 」 と呼び、ヴ ェ
ーダ的伝統 へ の 同化現象で ある 「サ ン ス ク リ ッ ト化

くSanskritization）」 に 対置して 論 じた （Macdonald　1990）。

　 なか で も K ．Buffetrilleや T ．Huber は、 こ の 仏教化を具体的 に捉 える手法 として 、チベ ッ

トの山岳信仰 が 「ラリ （bla　ri）」 と呼ぼれ る祖先の 山へ の 供犠祭祀 と 、

「
ニ

ー
リ （gnas　ri）」

と呼ばれ る仏教聖 山へ の 右繞巡礼 の 2 系列に分類され る こ とに 注 目し、
“

ラ リか らニ ーリへ

の 変容
”

が
「
マ ン ダラ化 （Mandalization）」 に よ っ て組織的に 引き起 こ され る仕組み を検証

した （Buffetrille　1998；且uber 　1999）。

　 マ ン ダラ化 とは、それ まで土着信仰の 対象で あ っ た 山岳が 、 密教神格 の
「本地 」 と見 なさ

れ るこ とで 、山全体が天 然の マ ン ダ ラへ と変貌 して い く現象で ある （Grapard　1982）。 通常

チ ベ ッ トで は 、特定の 山の 神が 「サ ン ヴ ァ ラ ・マ ン ダラ 」 の主尊 「デム チ ョ ク （bDe　mchog ）」

に見立 て られ、こ れを中心 と して 全体の 景観が シ ン メ トリ ッ クなマ ン ダラ構造 に還元 され て

い くた め 、それ まで の対面 的な祖先供養の 儀礼が 円運動 （skor ）を伴 う帰依 の作法へ と移 り

変わ り、 最終的に 山を訪れ るもの は 「寺院に い る ときと同様の 」 （Buffetrille　1998 ，
24）儀礼

作法を要求され るよ うに な る。こ れ らの マ ン ダ ラ化され た同質的な空間構造 を もっ 聖地は、

「24 の ピータ （pitha）」 と呼ばれ るイ ン ドの 遍歴伝統 を継承す る新た な宗教ム ーブメ ン トと

して 、ミラレ パ （Mi　la　ras 　pa ，
1040−1123）な ど中世の カ リス マ 的遊行者、お よび これに追

随す る世俗者に よる巡礼活動 に よ っ て 広域的ネ ッ トワ
ークを構築 し、 ヒ マ ラヤ の 北側に確 固

たる仏教文化圏 を形成する礎 を築 くこ とに な っ た（Huber　1999 ，
23−29）。
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　以上 の 研 究成果 は、多元 的文化複合社会 に お ける変容の 力学 を的確 に捉 えて お り、ヒ ン

ドゥ
ーイズム との 対峙を迫 られ て きた ヒ マ ラヤ地域にお ける有力な分析枠組み とな っ た もの

の
、 イ ン ド世 界 と隣接 して い な か っ た カ ム や ア ム ド地方 に お け る山岳信仰の 実情ま で を カ

バ ーす るもの で はな か っ た
 

。 実際に
、 古代 の 氏族制社会に お ける最高神の 地位 に あっ た 山

神が、外来の 仏教 に よ っ て広 く末端 まで征服さ れて い く過程は 、古代 ヤ ル ル ン 王家か らダラ

イラ マ 政庁 に い た る中央チベ ッ トの 政治体制の 伸張 と密接なか か わ りを持 ち
、

「少 な くとも

ツ ォ ン カ バ の 出現 まで 」 （Karmay 　1996
，
66）（4）中央の 政体 に意識され る こ との なか っ た ア

ニ ・
マ チ ェ ン の 主神 「マ ジ ャ ル ・ボム ラ （rMa 　rgyal 　spom 　ra ）」 など辺境地 区の 山神 は 、 か

なり遅 い段 階まで後期密教の 洗礼 を受け る こ とな く、 在地社会独 自の 宗教伝統 の 中に放置さ

れて きた こ とが推測 され る 。

　また教派分 布的に 見て も、ミ ラ レ パ や ゴ ー
ツ ァ ン パ （rGod 　tshang　pa，1189− 1258）を輩

出し、新訳タ ン トラ思想 の 導入 と民間 へ の 定着に重要な役割を果た したカ ギ ュ 派や 、 サ ン

ヴ ァ ラ系タ ン ト ラ を重視 したゲル ク派が精 力的に活動 した中央チベ ッ トに比べ 、カ ム 北部や

ア ム ド南部で は 、 デル ゲの 独立王 権 と結び つ い た ニ ン マ 派の 伝統が 色濃 く残 り、
こ れ らの 地

方にお けるそ の主導的立場 は現在 も変わ っ て い な い
く5）

。
こ うした教派勢力が 、それ まで 独 自

の 路線で 把握 して きた 自分たちの
「聖山」 を、わ ざわざ後発の 思潮 で ある 「デム チ ョ ク ・カ

ル ト」 に明 け渡 す必然性が あ るとは思えな い
 

。

　 こ うした 背景 か ら、従来デム チ ョ ク と い う単
一

の神格に よる仏教化 を模 索 して きた 先行研

究に対 し、教派勢力の分布や在地の社会構造 に留意 した、よりロ ーカ ル なモ デル構築が必要

で あ る と考 える。本稿で は そうした試 み の ひ とつ として、ニ ン マ 派の 行者が著 した聖地誌か

らア ニ ・マ チ ェ ン を扱 っ たもの を取 り上 げ、そ こに見られ る マ ジ ャ ル ・ボム ラ山神へ の独 自

の 意味付けに注目す るこ とで 、従来 とは 異な る視点か ら巡礼活動を再考す る もので あ る 。

　 なお、本稿で カタカ ナ表記され る霊跡名お よび人名は、テーマ とな っ て い るア ニ ・マ チ ェ

ン 山 ゴ ロ ク地方の 牧畜民が使 うア ム ド方言の発音に 準拠 した便宜的なもの で あ る こ とをお 断

りして お きた い
。

2　調査地の概要 と聖 山巡礼の プロ セ ス

　現行 の地理区分で 言うア ニ ・マ チ ェ ン とは 、 中国青海省の 南部 、黄河源流域 を 占め る ゴ U

ク ・チベ ッ ト族 自治州の北部 に 位置す る 6000m 級の 山群で あ る 。 聖山ア ニ ・
マ チ ェ ン の 主

神で あ る マ ジ ャ ル ・ボム ラ は、こ の 山群の 主峰 （6282m ） と第 II峰 （6268　m ）の 中間に

あ る雪の ドーム （6080m ）その もの とされ て い る 。 主峰部北端の ドル ジ ェ
・ヂ ャ クジ ャ ル マ

峰 （rDo 　rje 　drag　rgyal 　ma
，
5911m ）は マ ジ ャ ル ・ボ ム ラ の 母親 とされ 、 南端の チ ュ プタ ・

ヂ ョ シ ル 峰 （Chibs　rta 　gro　zhur ，
5690　m ）は マ ジ ャ ル ・ボ ム ラが騎乗す る駿馬で あ る とい

う。 主峰部近辺 に は こ れ以外に も多 くの 人格山が確認され 、世俗の 社会組織 に範を とる擬似

的な親族体系お よび主従関係に よっ て 、ア ニ ・マ チ ェ ン 山域全体が マ ジャ ル ・ボム ラを中心
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とす る王 国 を構成 して い る
（7）

。 巡礼は こ の 主峰部をす っ ぽ りと囲む全長約 180Km の 巡礼路

を 7 日間前後か けて
一

周す る 。 彼 らは その 間 さ まざまな宗教的霊力を プール した場所 ＝ 「霊

跡 （gnas）」 に遭遇 し、こ れに接触儀礼や供犠を行 う。

　 ここで は、筆者が 2002年 の午年巡礼 に参与 して得 たフ ィ
ー

ル ドデー
タ を中心 に、主だ っ

た霊跡 17箇所 を抜き出した上で 、 そ こ で の 儀礼行動につ い て概要を述 べ る 。

L ツ ァ ル ナ ク ・カム ド （mTshal 　snag 　kha　mdo ）： ゴ ロ ク以 南の 地か ら来る巡 礼者の 起点

　 とな る場所 。 山神 の供犠所 とな る
「
ラツ ェ （la　btse＞」 と香台が設置 して あ る。巡礼は

　 こ こ で 車を降 り、サン を焚 い た りル ン タ を撒 い た りして 旅の 安全を祈 る。事後渓谷の 上

　 部を目指 して 出発する 。

2，メ ン チ ュ （sMan 　chu ）： しば らく歩 くと、 興海の 活仏ニ ージ ・ヂ ュ プチ ェ ン （gNas 　bzhi

　 grub　chen ）が 啓示 （brda　yig）に も とづ き 1990 年に発見 した複数の 泉が 湧 く河原 に 出

　 る。 胃腸、呼吸器 などの病 に薬効 が あるとされ、巡礼は こ こ で こ れ らの 聖水 を摂取 す る 。

3．ル ドン ・ヒ ュ クパ （Klu　sdong 　shug 　pa）： さらに渓谷を上 る と 、 河の対岸の土手に 「一

　 本杉 」 と 「洞穴 」 か ら成 る霊場が 見える。 巡礼は洞穴 内に潜 り込ん で 礼拝 し、手鏡や紙

　 幣 な どの供物を置 くe

4，タムチ ョ ク （rTa 　mchog ）：主 峰部を
一望 にで き る ア ニ ・マ チ ェ ン 西 側の 峠 （4580　m ）b

　 ラ ツ ェ と馬供養 の 経 典 （rta 　gzungs　sde　lnga）を刻ん だ マ ニ 塚が ある。正 面の マ ジ ャ

　 ル ・ボム ラ峰 と 、 その愛 馬 とされ る右方 の チ ュ プタ ・ヂ ョ シ ュ 峰に 対 して サ ン を焚 き、

　 ル ン タを撒きなが ら経文 を唱 える 。 事故や病気な どで馬 を立て 続けに失 っ た牧民 は、こ

　 こ に馬の 頭骨 と尻毛 を置 い て死馬を回向す る こ とで 、 次回に は良馬 を授か る とい う。

5．ア マ
・ゴ クザ （Ama

’

gog　bza’

）の 岩 ：民間伝承 中の英雄
「
ケ サ ル王 」

（8）
の母 、

ゴ クザ

　 の 生誕地 とされ る場所 に ある 巨岩 。 巡礼 は岩の表面 に紙幣な どさまざまな供物を張 り付

　 ける
。

6．モ ワ ・トワ （Mo 　ba　gto　pa）： マ ジ ャ ル ・ボ ム ラ の 王 国専属 の 占い 師 と呪術師が 化身

　 した とされ る岩山 。 ふ もとに遊行僧 シ ャ ブカ ル （Zhabs　dkar　Tshogs　drug　rang 　grol，

　 1781−1851）が 滞在 した とい う修行洞が あ り、 現在そ こ に祠が建て られ つ つ あ る 。

7，ジ ャ ツ ァ （rGya 　tsha）の帽子 ： ケサ ル の異母兄ジャ ツ ァ
・
シ ャ ル カル （rgya 　tsha　zha ユ

　 dkar）（9）が被 っ て い た帽子 とされ る白い 巨岩 。 岩の 上 に巡礼者が被 っ て い た帽子が た く

　 さ ん置 きざりに されて い る。岩を削っ て その 破片を持ち帰 ろ う とす る者も い る 。

8．シ ェ マ
・ヂ ュ デ （Bye　ma 　

’bru　de＞：
「
砂の 糧秣」 の意 。 その名の 通 り、 河原一面 に点在

　 す る無数 の砂 山が それ ぞれ無造作 に盛 られた 穀物の 堆積の よ うに見 え る 。 地元民が伝え

　 る神話に よ る と こ の 砂山 は 、 地理的 に マ ジ ャ ル ・ボム ラ峰 と向か い 合 う 「伯父 山」 （地

　 図参照）が
、 イ ン ド巡礼 に あ こ が れ て 西 へ 向か お うとした マ ジ ャ ル ・ボム ラ を引 き止め

　 た あ と、 眼前に積み上 げた 5 種の 穀物 と宝物で ある とされ る。巡礼は こ の 神話にあや か

　 り、 五穀 と五種 の宝玉 を布袋 に詰め て 加持 した儀礼 ア イ テ ム 「
テ ル ク （g七er　khu）」 を

　 こ の 丘 に埋 め 、 マ ジ ャ ル ・ボム ラ の 歓心を買 うこ とで 、 自己の 財運の 向上 をは か ろう と
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　 す る 。

9，ヂ ョ ミ ・ヂ ョ プチ ュ （sGrol 　ma
’i　grub 　chu ）：婦人病に効 くとい う岩清水 。 特 に子に恵

　　まれ な い 婦 人が こ こ で 儀礼 的に沐浴す ると子が 授か る とい う。 皆が ペ ッ トボ トル な どに

　 水 を汲 んで い く。

10．グーク （Gos　sku ）： 絹織 りの 巨大 タ ン カ 、 あ るい は宮殿正門 に かか る帳 ともい う砂礫の

　　土手。 巡礼 は土 手を登 り、 か つ て 行者が い た とい う岩室に入 っ て礼拝す る 。

11．シ ャ ブカ ル の足跡 （Zhabs　dkar　pa
’i　zhabs 　rjes）： シ ャ ブカル が巡礼中、獰猛な野生ヤ

　　クと遭遇 した際に、 とっ さに飛び乗 っ た巨岩 であ り、 岩上に は そ の とき焼 きつ い た聖者

　　の 足跡 とされ る くぼみが残 っ て い る。巡礼 は岩 に よじ上 っ て くぼみに額づ き、バ ターを

　　塗 りつ けた りする 。

12．ジ ョ モ ・
ヤ ン ラ 〈Jo　mo 　g−yang 　ra ）：

「地獄め ぐり」 の 霊場 。 巡礼は こ こ で 岩石 を背負っ

　　た り、岩の 隙間を くぐっ た りす る儀礼 に い そ しむ 。 上部に は ケサ ル 王 の 神馬 と神犬の 足

　　跡が 見 られ る 。

13．ヂャ ン ドゥ ル ・ラ ツ ェ （dGra 　
’dul　la　btse）： マ ジ ャ ル ・ボム ラの弟 山の ふ もとに ある

　　ラツ ェ
。 礎石 に ケサル の 手 と足 の 跡が残 っ て お り、 皆が こ れ に礼拝す る 。 弟山の 山すそ

　　には グル 寺の 伽藍が あ る 。 こ こは西側ル ー トの起点 となるた め、北部か ら訪れる人の波

　　が ひ きもき らない。

14，ヂ ョ ク ドゥ （
’Brog　bsdu）：ア ニ ・マ チ ェ ン北側 の最高地点 （4600　m ）とな る峠。

マ ジャ

　　ル ・ボ ム ラ の 母 とされ る雪峰が眼前 にそびえ、巡礼は ラツ ェ をめ ぐっ て福禄を祈願す

　　る。峠 まで の 途上 「リ ン 国の 馬囲い （gling　gi　rta 　ra ）」、ケサル の 「魔法の 馬鞭 （bsam

　　pa
’i　don　grub）」、「ヂ ュ グモ （ケサ ル妃）の チ ュ ラタン （

’brug　mo ’i　chu 　ra　thang）」 な

　　 どが 分布する 。

15、チ ュ
・カ ル ナ （Chu 　dkar　sna ）：仏塔 と山神廟が 建て られて お り、裏山 に鳥葬場が ある 。

　　巡礼者は こ れ ら の 宗教施設 をめ ぐっ た り、鳥葬場の 解体まな板の 上で 「チ ュ
ー （gcod）」

　　の真似事を した りする 。

16．ゴ ツ ォ ン （Go 　m 七shon ）： こ こ に は ケサル と三十将の 甲冑と武器が埋蔵され て い る と伝

　　え られ、またふ も との 岩場 にジ ャ ツ ァ の もの とされ る手形が 見 られ る 。 巡礼 は 岩壁に

　　様々 な供物を貼 り付け 、 くぼみ に 向か っ て 礼拝す る。

17．リン リ ・セ ル ウ ォ （Gling　ri　gser　po）： この 山はリン 国の 守護山で ある とされ 、 ケサル

　　 と臣下 の三 十将軍 は こ こ で 大規模な 「
ラサ ン （lha　bsang）」 を催 し、諸方 の 神々 に人類

　　の 安寧を祈願 した とされ る。巡 礼は こ こ で ケサ ル 王 に対 しサ ン を焚 くな ど供犠 を行な

　　い
、 さらに こ こ か ら 10Km ほ ど歩い て 出発地点の ツ ァ ル ナ ク ・カム ドに帰着す る。

　以上が ア ニ ・マ チ ェ ン 巡 礼で観察され る儀礼行為の 概要で あ る が、多 くの 霊跡 に は近在 の

住民 に古 くか ら （少 な くとも文化大革命以前か ら）共有 され る言い 伝えが あ らか じめ存在

し、それ らが巡礼者間で広 く伝達 され る こ とで、実際 の現場に お ける儀礼行動の 「
型」 を決

めて い る。で は 、地元 に根付い た ニ ン マ 派 の宗教者の 眼に は 、これ らの 儀礼が 行われ る聖域
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全体の 景観は どの よ うに映 っ て い るの で あろ うか。

3　アニ ・ マチ ェ ン巡礼の聖地誌

　ア ニ ・マ チ ェ ン をめ ぐっ て 書か れた聖地誌 は、ヴ ァ イ ロ ーチ ャ ナ （Vairocana， 8c）作 とさ

れ る古い もの か ら、文化大革命以 降に書かれた現役の 僧侶 に よる もの まで 、 長 い ス パ ン で書

き継がれ て きて い るが 、
こ の 中か ら特 に ニ ン マ 派の 系統で 書かれたもの として本稿で取 り上

げる の は、ア ニ ・マ チ ェ ン のふ もとに あ るデル ゲ ・ゾクチ ェ ン僧院 （rDzogs 　chen 　dgon　pa）

の 分院
「
グル寺」 の先代座主で あ り、半僧半俗の在家行者で もあ っ た グル ラマ

・トゥプタン ・

ッ ェ ル ン （dGu 　ru 　bla　ma 　Thub　bstall　tshe　ring
，
1921−94）に よ っ て書か れた聖地誌 『十

地の 大 自在天マ ジ ャ ル ・ボム ラの 御在所 の 荘厳簡略 、 明知変化の 鏡 』 （Sa　bcu’i　dbang　phyug

chen ．P・ yul　sky ・ng 　rma 　rgy αt　sb ・m 　rα
’i　gnas　kyi　bk・d　pa　rα9S　bsdUS　kun　gsal　

’

phrul　gyi

me 　long）で あ る 。 所収 は O 　rgyan 　bsod　nams 　and 　A　bu　dkar　lo（Eds．） 2002
，
　pp ．91− 110

で あ り、これ は巡礼が 集中する 2002年の 午年 （午は マ ジ ャ ル ・ボ ム ラの 干支）を に らん で 、

ゴ ロ クの ニ ン マ 派僧 院か ら刊行さ れた商業的出版物 （定価 9 元）で あ る 。 紙幅の都合 に よ

り、 本稿で は こ の グル ラマ 作の聖地誌か ら、 マ ジ ャ ル ・ボム ラ の 姿形 に関す る情報 を中心 に

抜き出して紹介 する 。 テキ ス ト本体は 5 つ の パ ー トに分かれ 、 まずは じめ に ア ニ ・マ チ ェ ン

主峰部の 景観に つ い て 述べ 、さ らに こ れ を
「
四 種法 （las　bzhi）」

（10）の 概念 に対応す る東西南

北の 各方位か ら描写す る構成を取 っ て い る 。

　第 1パ ー トは ア ニ ・マ チ ェ ン主峰部全体を 山神の 宮殿 と見な し、「十地 の 大菩薩 （sa 　bcu ’i

dbang　phyug 　chen 　po）」
（11）の タイ トル を与え られ た マ ジ ャ ル ・ボム ラお よび密教神格 とし

て 粉飾され た父母や后 な どが宮中に住 まう様子が描かれ て い る 。 本文に は

四種法変幻 の 雲 中か ら

へ だて な く有情利益の 雨行 き渡 らせ る

十地 の 大自在天 ボム ラ王

　 （中略）．．．

戦神 （12）の 王威勢大 自在

十地 の 菩薩マ ジャ ル ・ボ ム ラ （dGu 　ru 　bla　ma 　2002
，
91−92）（13）

。

な どの 描写 が あ り、マ ジャ ル ・ボ ム ラが単なる土着の 山神で はな く、輪廻を超越 し た高位神

で あ るこ とが強調 されて い る 。

　第 2パ ートは東側か らの視角で あ る。こ こ で の マ ジ ャ ル ・ボム ラ は袈裟 を まとっ た 「柔和

（zhi 　ba）」 な比丘 （dge　slong ）形で描 かれ る。

こ こ に東方の 稀有 なる荘厳 は

チ ュ カ ル ・ナ と リン リ ・セ ル の間

東に鎮座され る柔和 な マ チ ェ ン は

白い 御体に 美 しい 姿態 、 うりざね顔
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脚 は はだ しで法衣 ・法裙を着て

禅杖を持ち鉢を手 に携えて

比丘装束で 立 つ 風情で お られ る （dGu 　ru 　bla　ma 　2002
，
95−96）（14）

。

　第 3 パ ー トは南か らの描写で 、
マ ジ ャ ル ・ボム ラは 「完全 （rgyas 　pa）」 で 雅や か な騎 上

の 王 として 描 かれ る。

そ こ か ら南の 方角の 地の 荘厳 は

リ ン リ の 境か らタム チ ョ ク峠の 間

南 を掌握する完全な マ チ ェ ン が

白い玉体 、 右手に 白い 旗鉾 を

掲 げて 左 手で 珠宝をみ ぞお ちに持 ち

乗騎 に 金の 鞍、 トル コ 石 の くっ わ をつ けて

臙脂色の 駿馬に乗 っ て威光 その もの

雄 大な王 が座す所作は雅や かで あ る （dGu 　ru 　 bla　ma 　 20e2
，
98−99）（15）。

また

ドカ ム ・リン の 神山セ ル ウォ あ りて

密教三 部変化の ノ ル ブ ・ヂ ャ ン ドゥ ル （16）を

三十将軍 、 十三 戦神 と

五守舎神の 集 団が 囲んで い る （dGu 　ru 　b1a　ma 　2002
，
99）（17）

。

の 記述に よっ て 、 民間叙事詩 「ケサル 王伝』 の 主人公 ケサル とその
一
族が リス トア ッ プされ

て い る 。

　第 4 パ ー
トは西側で あ る 。 第 1パ ー トの 中央宮殿が 西側か らの景観で あるた め 、 こ こ で は

マ ジ ャ ル ・ボム ラ は登場せ ず、代わ りに タム チ ョ ク峠の 上空 に終結する
「
世間八部 」 系列の

護法神群が 描か れ る。その 中に は マ ジ ャ ル ・ボム ラの 9 男 9女、 「十三戦神」 と 「十五ウ ェ

ル マ （wer 　ma ）」
（18）な どが含 まれて い る。また ア ニ ・マ チ ェ ン 西側に ある複数の 霊跡の 景観

が描 かれ る 。

シ ェ マ
・ヂ ュ デ とい うそこ には

五種の 糧食 と宝珠の 群集を

い っ ぱ い に 入れた テ ル マ の 如意瓶

これ らは御意にか な う祭祀の もの

ジ ョ モ ・ヤ ン ラ とい うツ ァ リ （Tsa　ri）の 地

聖な る地イ ン ドの ダキ マ

カ ン ジ ョ
・ザン モ （mKha

”

gro　bzang　mo ）の 最殊勝禅洞

成就者 タ ン トン （冪 Thang 　ston 　rgyal 　po ， 1361− 1485）とラ v ン ・ハ ル ド （＝ ・ IHa　lung
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dpal　gyi　rdo 　rje
，
9c＞の

頭 と手の 跡 な どは っ き りと出て い る （dGu　ru 　bla　ma 　2002
，
105− 106）（19＞

。

最後の 第 5パ ー トは北側で ある 。 ここで は
「
勇猛 （drag　po＞」 な戦神姿の マ ジ ャ ル ・ボム

ラ とそ の 弟ヂ ャ ン ドゥ ル ・ワ ン シ ュ ク （dGra ，dul　dbang　phyug ＞が登場す る 。

そ して 北の地の 荘厳 これみ る と

ヂャ ン ドゥ ル ・ニ ー （dGra ’dul　gnas）か らチ ュ カル ・チ ョ ル テ ン （Chu 　dkar　mchod

rten ）の 間

勇武の 所作を もっ て 北の マ チ ェ ン は

白人 、 青馬で旗鉾 と投げ縄をもち

戦神 の 英雄の 装 い 全て 身に付 け

戦神 の精鋭ヂ ャ ン ドゥ ル ・
ワ ン シ ュ クは

赤銅色 の御体 、 右手 に旗鉾 を掲 げ

左手に投げ縄 、 宝珠の器 を持ち

金の 鎧兜に旗 を飾 り

戦神の 9 つ の装備を身に 付けて黒馬 を駆 る （dGu 　ru 　bla　ma 　20021106− 107）（20）
。

4 統合 と分析

　以下で は 、 聖地誌か ら明らか に なっ た 聖地の 宗教的なイ メ
ージ と、実際の 霊跡で 観察 され

た儀礼行動 とを つ きあわせ 、 そ の 相関につ い て検討した い
。 まず 、 グル ラ マ の 聖地誌が示す

内容は 、 以下の ような点で 実際の儀礼 内容 との対応性 をもっ て い る。

1 ）ケサル 王 につ い て の 言及 ： フ ィ ール ドデ ータか ら明 らかな よ うに 、 巡礼活動全般 を通 し

　 て 、 現場で の儀礼 対象 はケサ ル 関連 の ものが圧倒的な ウ ェ イ トを 占めて い る。そもそ

　　も、民間叙事詩の 世界で は、ケサ ル とマ ジ ャ ル ・ボム ラ とは分か ちが た い 紐帯 に よ っ て

　 結 ばれて い る。物語 の 舞台で ある リン 国の 王 ケサ ル は、黄河源流域全体の 守護神で ある

　 マ ジ ャ ル ・ボム ラ に 自分の 「命魂 」 （bla） を託して お り、その 霊的守護を受けて い るた

　 め、雨 あ られの 矢を浴びて も傷ひ とつ 負わず、向か うと こ ろ敵なしの 武勇を誇っ て い る

　　（石泰安 1993
，
164 ）。 リン が他 国 と戦に 及ぶ 際に は、将兵 は大戦神 マ ジ ャ ル ・ボム ラ に

　 供犠 を捧 げ 、 そ の 加護 を祈念す る祭事を盛大 に執 り行 う。また リン 国軍が苦境に陥 っ た

　 時 は 、
マ ジ ャ ル ・ボム ラ 自らが 白馬 の 武者 に化身 して馳せ 参 じ、こ れを援 けるこ ともあ

　　る （何峰 1995
，
288−289）。 物語中で 示 され る こ の よ うな英雄 と山神の

「供犠一守護」 を

　 通 じた 関係は
、 ア ニ ・ マ チェ ン を宗教的に 描写しよ うとす る宗教者に とっ て も欠かせ な

　　い 要素で あ り、グル ラ マ は聖域の 南側に ケサ ル ー族が 集結 して い る様子 を示す こ とで 、

　　マ ジ ャ ル
・ボム ラをめ ぐる宗教世界 にケサ ル 王 が参画 して い る こ とを印象付け て い る 。

2 ）タム チ ョ ク峠の 描写 ： こ の よ うなケ サ ル とマ ジ ャ ル ・ボム ラの
“ 一蓮托生

”

の 関係 を、

　　「
供犠

一
守護」 を通 じて個 々 の 巡礼者 とマ ジ ャ ル ・ボム ラ との 間に成立 させ て い るの が 、
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　 巡礼中最もア ニ ・マ チ ェ ン 主峰部 に接近で きる地点 となる西側 の 峠、タム チ ョ クにお け

　 る儀礼で あ る 。 実際の 儀礼過程で は 、巡礼者は こ の 峠で マ ジ ャ ル ・ボム ラ に供犠を行 う

　　とともに、馬 を引 い て マ ニ 塚を周回 し、死 んだ 自分の 愛馬を供養する こ とで 、特に馬に

　 っ い て の 山神の加護 を期待す る。

一
方聖地誌で は 、 タ ム チ ョ ク上空に 「十三 戦神 」 （dgra

　 lha　bcu　gsum ）や
「ウェ ル マ 」 （wer 　ma ）な どの 守護神が 無数に い る様が 描写 され て い

　　る 。 再 びケサル を 引用するが 、 ケサル 王の騎乗馬 は十三戦神やウ ェ ル マ をその 体躯の 各

　 部位に宿 した神 馬で あ り、彼 は しば しば こ れ を称える歌 を詠 じる
（21）

。 こ こ か ら民間で

　　は、強壮で 俊敏な馬 ほ ど多 くの 守護神を宿して い る と見なされてお り、聖地誌 で示され

　　る神格描写 も、 こ うした 民間の観念に寄 り添 うもの とな っ て い る。

3）山神神話との 関連 ： さ らに巡礼者 は西側 の 埋蔵ス ポ ッ トで あ るシ ェ マ ・ヂ ュ デに お い て

　 持参 した テ ル クを埋蔵 し、マ ジ ャ ル ・ボム ラの 歓心を買 うこ とで、特に財運 に関 して の

　　加護が 得 られ る こ とを期待す る 。 グル ラ マ は聖地誌の 中で こ の 霊跡 に触 れ、 「御意 に か

　　な う祭祀の も の 」 とい う記述に よ っ て 、こ の 場所が神話時代か ら祝福され た場所で ある

　　こ とを強調 して い る 。 また本文中の 随所で マ ジ ャ ル ・ボム ラ の 王国を構成す る親族山や

　　家臣山 の 名 をあげて お り、こ の 点で も山神神話をめ ぐる民間の 思惟方式に寄 り添 っ た景

　　観描写 を心が けて い る こ とが見て 取れ る。

　以上 、グル ラ マ の聖地誌が、基本 的にイ ン ドの 仏神で構成 され、シ ン メ トリッ クな均質性

を重ん じるマ ン ダラ ・モ デル のそ れ とは異な り、「マ ジ ャ ル ・ボム ラ の 王国 」 とい う固有の

概念に立脚 した上で、その 中に包み込 まれたケサル や山神神話な どの 民俗的要素を意識的に

取 り入れて い る こ とが 明らか に な っ た 。ア ニ ・マ チ ェ ン を訪れ る巡礼者 は神話伝承の 世界に

身を ゆだねて マ ジャ ル ・ ボム ラ との
「
供犠一守護」 関係を構築 しよ うとし、グル ラ マ はそ う

した民間の 世俗 的な 志向性 に歩み寄 る
一

方で 、こ れ らの 儀礼の 中核 とな るマ ジ ャ ル ・ボム ラ

を 「十地の 大菩薩」 と位置付け る こ とに より、儀礼全体 を単な る土着の 山神崇拝 に とどまら

ない 信仰活動へ と昇華 させ ようとして い る よ うに見え る。

5　ま とめ

　本稿で は 、
ニ ン マ 派 系統の 聖地誌に依拠す る こ とに よっ て 、四面四相の 大菩薩 マ ジャ ル ・

ボ ム ラが主宰す る仏教事業 と い う、固有の 宗教的世界観 に の っ とっ た儀礼分析が 可能 とな っ

た 。 そ こ で は、先行研究で扱われ て きた ような マ ン ダラをモ チ
ー

フ とした聖地誌に比べ
、 民

間の 思惟方式に 寄 り添 う形 を持っ て聖域 を描写 する局面が 多 く見 られた 。 ア ニ
・

マ チ ェ ン周

域の宗教勢力に と っ て 、本来自分 た ちの伝統 とは
一
線を画 すデム チ ョ クに聖域の 主神の座 を

明 け渡すとい うこ とは、「ケサ ル の 守護神 」 で あ り、 「王国の 支配者 」 で あ ると い う固有の 背

景 を持つ マ ジ ャ ル ・ボム ラが 、マ ン ダラ化の パ タ
ー

ン に よっ て 没個性化され て しまうこ とを

意味す る 。 ア ニ ・マ チ ェ ン を 中心 と して こ の 地域に 根を張る ニ ン マ 派教団の 立 場か らすれ

ば、聖域の 主役 はあ くまで も新奇 な 「デム チ ョ ク」 で はな く、 伝統的な 「マ ジ ャ ル ・ボム ラ」

の ままで あるほ うが望 ま しい 。 しか し仏教の
「
世間神 に帰依 して はな らない 」 とい う基本原
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則か ら、土着の 山神 をその まま崇拝す るわ けに も行か ない 。聖地誌中で 強調され る 「
四種法

を主宰 す る十地 の 大菩薩」 と い うタイ トル は 、 こ うしたタブーを乗 り越 える と同時 に
、 も と

もとの 在地の 文化伝統 をもその まま維持 する こ との で き る
、

一石二 鳥の ポジ シ ョ ン で あ る と

い え よ う。

　結果 と し て ア ニ ・
マ チ ェ ン に お い て は 、ケサ ル や 山神神話な どの バ ッ クボー

ン が あ るか ぎ

り、 山 は マ ン ダ ラ型の 仏教化 を阻害 され るこ とになる。ア ニ ・．
マ チ ェ ン を筆頭 とす る ア ム ド

地方 の 聖地 ・聖山研究に おい て は 、マ ン ダラの よ うな高度 な象徴体系を い わゆ る 「土着伝統 」

の 上か ら覆 い かぶ せ る こ とで
「
ラ リか らニ ー

リへ の移行 」 を図ろ うとす る画
一

的な過程だ け

で な く、

「四種法一｝ や 「十地菩薩」 とい っ た王朝期 か ら使われ て きた古い ターム （22）
に よ っ て、

山神 の地位 を 「下か ら押 し上 げる 」 こ とで 同様の 目的を達 しよ うとす る、 「もうひ とっ の 仏

教化 」 運動に も着目す る必要があ るので はない だ ろ うか。

文献表

Brag　dgon　pa 　dKon 　mchog 　bstan　pa 　rab 　rgya ε

　 1982　 mDo 　smad （］hos ’byung．　 Lanzhou ： Kan 　su
，

u　mi 　rigs 　dbe　skrun 　khang ．

Buffetrille
，
　K ．

19941997

1998

“ ABonpo 　Pilgrimage　Guide　to　Amnye 　Machen 　Mountain ．” Lungta．8
，
　pp ．20−24．

L‘The 　Great　Pilgrimage　of 　Amyes 　rma 　chen ： W 亘tten　T士adition
，
　Living　Realities．”In

Mandata　and 　Landseape， （Emerging　Perceptions　in　Buddhist　Studies： NQ．6）．EdL
A ．W ．　Ma £ donald．　 New 　Ddhi ： D ．K ．Printworld．　pp ．75− 132．

“ReHections　on 　Pilgrimages　to　Sacred　Mountainsl　Lakes　and 　Caves、” In　Mckay　1998．

pp ユ 8−34．

Grapard
，
　A ．G ．

　 1982　
“Fly玉ng 　Mountains 　and 　Walkers　of　Emptiness： Tbward 　a　De且nition 　of　Sacred　Space

　　　　 in　Japanese　Religions ノ
’History 　of 　Religions．21−3，

　pp．195−221 ．

dGu 　ru 　bla　ma 　Thub　bstan　tshe　ring

　 2002 　
“ Sa　bcu ，i　dbang 　phyug 　chen 　po 　yul　skyong 　rma 　rgyal 　sbom 　ra

，i　gnas 　kyi　bkod　pa

　　　　 Tags 　bsdus　kun　gsal
，

phrul　gyi 皿 e　long　zhes 　bya　ba　bzhugs　so ．，，　In　O　rgyan 　bsod

　　　　 nams 　and 　A　bu　dkar　lo，　pp，91−110．

Huber
，
　T ．

　 1999 　 The （］ult 　o／Pure （フ勿託 αl　Mountain ： Popular　Pil9rimαge α nd 　Visi侃 α r3t 五α ndsc αpe

　　 　　 in　Southeast　Tibet．　New 　Y6rk ； Oxfbrd　University　Press，

一77 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Tibetan 　Studies

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 仏教 は 山 に何 を した か ？−

　　　　　　　Karmay
，
　Samten 　G ．

　　　　　　　　 1996　 “The 　Tibeta皿 Cult　of 　Mountain 　Deities　and 　its　Political　Significance” In　Reflections

　　　　　　　　　　　　of　the　Mountain ．　 Eds．　 A ．−M ．Blondeau
，
　E ．Steinkellner．　 Wien ： Osterreichischen

　　　　　　　　　　　　A   emie 　der　Wissenschaften．　 pp．59−75．

　　　　　　　Macdonald
，
　A ．W ．

　　　　　　　　 1990　
“Hindu −isation

，
　 Buddhb −isation

，
　 then　 Lama −isation　 Qr ： What 　 Happened 　at　La−

　　　　　　　　　　　　phyi？
”
　In　Indo −Tibetan 　Studies．（Buddhica 　Britannica　Series　Continua　11）．Ed ．

　　　　　　　　　　　　T ．Skorupski．　Tring ： Institute　of　Buddhist　Studies．　pp．199−208，

　　　　　　　Mckay，　A．　eds ．

　　　　　　　　 1998　 Pilgrimαge　in　Tibet．　Richmond ： Curzon　press．

　　　　　　　Orgya 皿 bsod　nams 　and 　A　bu　dkar　lo．　 eds ．

　　　　　　　　 2002　Rma 　chen 　gangs　ri　gyi　gnas 　yig．　Xining： mGo 　log　khul　yul　skor 　cu
，
u　dang　rMa 　yUl

　　　　　　　　　　　　ge　sar 　rig　gnas　ste 　ba．

　　　　　　　何峰

　　　　　　　　 1995 　 「《格薩爾》与藏族部落 』 青海民族出版社。

　　　　　　　邪海寧

　　　　　　　　 1994　 『果洛藏族社会」 北京、中国藏学出版社。

　　　　　　　謝継勝

　　　　　　　　 1991　 「戦神雑考」
『中国藏学』 1991 −4、pp ．42−73。

　　　　　　　石泰安 （R ．A ．Stein）

　　　　　　　　 1993 　 『
西藏史詩与説唱芸人的研究 』 耿昇訳、西 蔵、西藏入 民 出版社。

　　　　　　　丹珠昴奔

　　　　　　　　 2001　 『藏族文化発展史 』 上 ・下、蘭州、甘粛教育出版社。

　　　　　　　内貝斯基 （R．Nevesky−Wojkowitz）

　　　　　　　　　1993　　「西藏的神霊和鬼怪』 謝継勝訳、四 川、西藏人民出版社 。

　　　　　　　 ナ ム カ イ ノ ル ブ

　　　　　　　　　2000　 『チベ ッ ト密教の 瞑想法 』 法 蔵館。

一78一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Tibetan 　Studies

一 仏教 は 山 に何 をしたか ？一

主
、、
’

（1）チベ ッ トで は 山 に 宿 る神 を
「
ユ ル ラ （yul　lha＞」、「ジダ ク （bzhi　bdag）」、「

サダク （sa 　bdag）」

　　な ど と呼称す る が、こ こ で は 便宜的 に こ れ らの 表現 を一括して 「
山神」 と呼 ぶ 。

（2）Huber に よ れ ば聖地誌は、
“
瞑想や睡眠 に よっ て 創 り出された変性意識下 に あ る タ ン トラ 行者

　　の 「
pure 　viSions （dag　sllang ）」 に よ る特定の景観の体験

”

（Mckay 　1998，　x ）で あ り、聖域全

　　体を様々 な神仏 の イ コ ン で充満す る仏国土 の イ メ ージ で つ づ っ た 巡礼指南書で ある。

（3）か つ て ア ニ ・マ チ ェ ン に 対 して 、こ の 山を
厂ピー

タの ひ とつ 」 と見 なす チ ョ ナ ン 派僧 の 聖地誌

　　を用 い て 分析 を 行な っ た Buffetrilleは、実際 の 現場で 観察 さ れる巡礼者の 行動が 「よ り古 い 習

　　慣」 （Buffetrilleユ997，
112）に規定されてお り、サ ン ヴ ァ ラ系儀軌 の 高度 な象徴体系が巡礼者

　　の 行動パ タ
ー

ン に ほ とん ど影響して い な い こ とを明 らか に して い る。

（4）ッ ォ ン カ バ は 1409 年、ラサ近郊に ガ ン デ ン 寺 を与えられ て ゲル ク派 を創始 した 際、故郷 の ア ム

　　 ドか らマ ジ ャ ル ・ボム ラを勧請 し、こ れ を護法神 と して使役す る供食法を紹介 した （内貝斯基

　　 1993
，
242）。

（5） 14 世紀か ら ゴ ロ クの 支配氏族 となっ た
’Bru 氏が文化的 に依 っ て い た の は、中央 で は 弱体化 し

　　 て い た ニ ン マ 派の 二 次的拠点 として 発展 した カ ム の デ ル ゲ地方で あ り、
こ れ は ゴ ロ クで 現在活

　　動中の 52 座の寺院中 、 40 座 以上が ニ ン マ 派 の寺で あ る こ とか らも理解 され る （刑海寧 1994
，

　　 154 ）。

（6）教派勢力 と結 びつ い たデ ム チ ョ ク ・カル トの 伝幡 を傍証す る もの として、カ ム 地方 の ジ ェ クン

　　 ド地方を拠点 とする カギュ 派の 存在がある 。 こ の 地方 の信徒 は数千キ ロ の 道 の りもい とわず 、

　　 ミ ラ レ パ の 事跡 を慕 っ て カイ ラ ス まで はるば る参集する事実がある
一

方、わずか数百 キロ 北 に

　　 位置す る ゴ ロ クの 聖山 ア ニ ・マ チ ェ ン に は ほ と ん ど関心を払わ な い 。こ の こ とか ら、民衆信仰

　　 として の デ ム チ ョ ク ・カル トの 及 ぶ 実質的な北限 は、カ ム パ とゴ ロ クの 境界 とな るバ ヤ ン カ ラ

　　 山脈 で あ るこ とが 推察 される。カ イ ラ ス の 巡礼圏に つ い て は 玉村 （1987）参照。

（7＞代表的な人格山 の 名称 は 以下 ：父山 bse　ri　gang　yag ，母 山 rdo 　rje 　drag　rgya 玉ma ，弟山 dgra

　　
，dul　dbang 　phyug ，伯父山 zhang 　po　brag　ring

， 后山 gong　sman 　lha　ri
， 将軍山 dmag 　dpon

　　 g−yu 　rtse， 大臣山 dge　tung　blon　po 　brag　dkhar， 管財人山 gnyer 　ba　mgron 　dgyes　zhal 　dkhar．

（8） リ ン ・ケ サ ル 王伝 ： チ ペ ッ トの 民間 口 承文芸 。
パ ドマ サ ン バ ヴ ァ の 代理 として 天 か ら人界 に使

　　わ された梵天 の 子 ケサ ル を王 とい ただ く国、「
リン （gling）」 が、敵対する周辺諸国を仏法の 名

　　 の も とに 制圧 して い く過程 を描 く。 世界最長 の 叙事詩 と考 え られ て お り、分布の 範囲 は チ ベ ッ

　　 ト全域の み な らず パ ミール 高原か らモ ン ゴ ル および ロ シ ア 南部 を経 て 東北 中国の 辺縁に まで 及

　　 ぶ。そ の 主要な内容の多 くは民間に 往来す る 口 承芸人 に よっ て広 く民衆社 会に 語 り継 が れて き

　　 た。『ア ム ド仏教史』 （mDo 　smad 　chos
’byung）に よれ ば、ゴ ロ クを含 む黄河源流域 は か つ て

　　 こ の リ ン 国の統治下に あ っ た とい う （Brag　dgon　pa 　1982 ， 234）。ゴ ロ クは ケサ ル に まつ わ る

　　 無数 の 伝承 ・史跡 ・聖跡 を擁 し、か つ 著名 な口 承芸人を数多 く輩出 して い るた め、現在 もゴ ロ

　　 ク の 人 々 は 自分たちをリン 国 の末裔で あ る と自負 して い る。

（9） リン 国三十将 の ひ と り。ケサ ル が 王 とな る まで は国軍の 総帥の任に あ っ た。名前 か らも知 られ

　　 る とお り漢入 との ハ
ー

フで 、母 は 漢王 室の 妃 で あ る と い う。

（10＞　『蔵漢大辞典』 に よれば、四種法 とは 「息災 ：zhi 」 （人畜の 息災、疾病 ・障害 の 消滅）、「
増益 ；

　　 rgyas 」 （福利健康 と福禄財富の増加）、「降伏 ：drag」 （護摩 ・圧倒 ・投擲など、猛威 の 法 に よ り

　　 仏敵を誅滅する こ と）、「敬愛 ： dba皿 g」 （神 ・鬼魔 ・人を懐柔調伏 し調和 させ る こ と）の 4 つ で

　　 ある。

〈11＞ 「地」 と は 菩薩の 霊的成長段階を示す語で あ る。七地以上の 階梯は
「
不退転 」 の 境地 とされ、こ
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仏教は 山 に何を した か ？

　　　れ以降 は 「大菩薩」 と呼 ば れ て解脱 へ の 道を後退する こ とは な くな る とい う （ナ ム カ イ ノ ル ブ

　　　2000， 27）。

（12）dgra　lha の本来の字義 は
“
敵を防ぐ神

”
で あ り、「戦神」

「軍神」
「御敵神」 な ど これ までさまざ

　　　 まに 訳 され て き た 。
こ こ で は 本土 チ ベ ッ トで 出版 さ れ て い る漢文書籍に お い て

一
般化 して い る

　　　 表現 を用 い た

（13）las　bzhi　sgyu ，

phrul　rol 　pa
，i　sprin 　phung 　las〃 ris 　 med

，

gro　la　phan 　bde，i　char 　snyil　ba〃

　　　sa 　bcu ，i　dbang 　phyug 　lha　chen 　sl）om 　ra 　rje
，i〃 ＿dgra　lha，i　rgyal 　bo　mthu 　stobs 　dbang

　　　phyug 　che 〃 sa　l）cu ，i　sems 　dpa ，

　rma 　rgyal 　sbom 　ra　nyid 〃

（14）da　ni　shar 　phyogs　ngo 　mtshar 　bkod　pa　la〃 chu 　dkar　sna 　nas 　gling　ri　ser 　bo ，i　bar ／／

　　　shar 　du　bzhugs　pa
，i　zhi 　ba，i　rma 　chen 　ni ／／sku 　mdog 　dkar　la　mdzes 　pa

，i　nyams 　chags

　　　shing 〃 dbu　zlum 　zhabs 　rjen 　chos 　gos　sham 　thabs 　gsol／／gseg　shing 　thogs 　shing 　lhung

　　　bzed　phyag　tu　bsnams ／1　dge　slong 　cha 　byad　bzhengs　pa
，i　stabs 　su 　bzhugs ／1

（15）de　nas 　lho　yi　phyogs 　gyi　gnas　bkod　la〃 gling　ri
’i　mtsams 　nas 　rta 　mchog 　gong　kha’i　bar

　　　〃 lho　la　dbang　mdzad 　rgyas 　pa
，i　rma 　chen 　ni 〃 sku 　mdog 　dkar　po 　phyag 　g−yas　mdung

　　　dar　dkar ／／
iphyar

　shing 　gyon　I）as 　nor 　1〕u 　thugs　kur ’dzin ／1（ぬ ibs　su 　gser　sga 　g−yu　yi

　　　mthur 　spras 　pa
，i〃 rta 　mchog 　ngang 　ser 　bcibs　shing 　gzi　byin　ngang 〃 lhun　chags 　rgyal

　　　po　bzhugs　pa
，i　tshul　gyis

，

gying 　11
（16） ノ ル ブジ ャ ン ドゥ ル は ケサ ル の 異名。三 十将軍 とは 天界帝釈天 の 宮殿 に 住 む三十天将が 地上 に

　　　降 誕 した もの
。

五 守舎神 （
’

go　ba
’i　lha　lnga）と は 生命体の うち に宿る郷土神 ・父族神 ・母族

　　　神 ・戦神 ・生命神の 五神。十三 戦神もまた人馬の 身体に つ く守護神で あ るが 、 個別 に 独立 した

　　　　神 として も崇拝さ れる。こ れ らの 神格に つ い て は 謝 （1991）を参照 。

（17） mdo 　khams 　gling　gi　bla　ri　ser 　bo　gnas 〃 rigs 　gsum 　sgyu
’
phrul　nor 　bu　dgra ，dul　la〃

　　　dpa ，
　rtul 　sum 　cu 　dgra　lha　bcu　gsum 　dang 〃

，

go　ba ，i　lha　lnga’I　lha　tshogs　kyis　bskor　cing

　　　bzhugs〃

（18）謝氏は ウ ェ ル マ を 「矢先 に つ く兵器神」 として い る （謝 1991，47）。

（19）mdun 　gyi　bye　ma 　
ibru

　de，

u 　bya　ba　de ／／sna 　lnga，i ，bru　dang　nor 　bu ，i　phung 　bo　yis ／／

　　　byur　bur　gtams　pa
，i　gter　gyi　bum 　bzang　ste 〃 de　rnarns 　yi　gar

，

ong 　ba ，i　mchod 　pa
，i

　　　rdza8 〃 jo　mo 　9−yang　ra 　zhes 　bya　tsa　ri ，i　gnas 〃 rgya 　gar
’

phags 　ba’i　yul　gyi ちa 　gi　ma

　　　／／mkha
， ，

gro　bzang　mo
，i　sgrub 　phug 　khyad ，

phags 　dang 〃 grub 　thob 　thang 　stong 　lha

　　　lung　dpal　rdor 　gyi／1　dbu　dang　Phyag 　rjes 　la　sogs 　mngon 　par　gsal／／

（20）da　ni　byang　gi　gnaε bkor ，di　Ita　ste 〃 dgra ’dul　gnas　na8 　chu 　dkar　mchod 　rten 　bar ／／

　　　dgra　po
，i　tshul，dzin　byang　gi　rma 　chen 　ni 〃 mi 　dkar　rta 　sngon 　mdung 　dar　zhags 　pa

　　　
，dzin ／／dgra　lha’i　dpa，　chas 　dag　gis　gun　nas 　spras ／／dgra　lha’i　yang　snying 　dgra，dUl

　　　dbang　phyug　ni 〃 sku 　mdog 　smug 　nag 　phyag　g−yas　mdung 　dar　
’
phyar 〃 phyag　g−yon

　　　zhags 　pa 　nor 　bu ，i　gzhong 　ba　
Jdzin

〃 gser　khrab　gser　gyi　rmog 　la　ri　dar　brgyan／1　dgra
　　　Iha’i　chas 　dgu　spras 　shing 　rta 　nag 　bcibs／1
（21）　 「（わ が愛騎）そ の右腹の つ ぼ に は 快速風戦神、左腹 の つ ぼ に は 快速火戦神、背中に乗せ た 法輪

　　　に は赤い 馬頭金剛変化身 、 肺臓 の 白い 雪 山に は自現護螺龍神がお り、肝臓 の 花石 山 に は格卓寧

　　　波山神が 現れ る 。 上半身に は 異な る種類 の 五 男神、前胴 と後胴の 境目に は一筋の 赤 く輝 く彩雲 、

　　　綺麗 に そ ろ っ た白 い 歯 に は 360 の 天神が つ い て い る」 （丹珠昴奔 2001
，
229−230）

（22）こ れ らの ターム は 、 ヴ ァ イ ロ
ー

チ ャ ナ作と伝え られ る前伝期 の 聖地誌で もア ニ ・マ チ ェ ン 巡礼

　　　の 功徳を表現す る言葉 とし て 使われて い る 。 ヴ ァ イ ロ
ー

チ ャ ナの 聖地誌に つ い て は Buffetrille

　　　 （1994）を参照 。
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一一仏教は 山 に 何を したか ？
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